
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）ＰＡＧs 検査を活用するメリット  

 ☆乳牛の妊娠状態を早期確認！ 

  人工授精後 28 日以降から判定可能なため、従来の妊娠鑑定よりも速く結果が手に入りま

す。判定結果が『－』か『±』の場合は、発情発見と不受胎牛の再授精に繋げましょう。 

 ☆人と牛への負担を軽減！  

  搾乳時に乳汁サンプルを採取するため、直検による妊娠鑑定と比べて、牛への負担が減りま

す。また、牛を捕まえる作業が必要ないため、作業の負担軽減にも繋がります。 

 ☆妊娠鑑定との合わせ技でがっちり受胎！  

  妊娠鑑定の判定結果と組み合わせることで、胚死滅や早期流産等による空胎を発見しやすく

なります。また、PAGｓ検査を継続的に行うと、受胎確認の精度向上に繋がります。 

（２）ＰＡＧs 検査を活用する際の注意点  

 ☆乳汁サンプルの採取は正確に！  

  乳汁サンプル中に異物(別の牛の乳汁・ブツなど)が混入すると、正確な結果が得られない可

能性があります。乳房炎もしくは治療中の分房は検査対象から外しましょう。 

 ☆乳汁サンプルは冷蔵で保管！  

  乳汁サンプルは生ものです。劣化防止のため、採取後は５℃以下の冷蔵庫へ速やかに収納し

ましょう。また、送付までに 72 時間以上要する場合は、冷凍庫で保管しましょう。 

 ☆検査後も牛の様子をしっかり観察！  

  空胎の早期発見と再授精に向けた処置は、繁殖成績の向上に繋がります。PAGｓ検査の判定

に加えて、他の妊娠鑑定と観察も忘れずに行いましょう。 

ご質問は、普及センターまで 

PAGs 検査で空胎を早期に確認しましょう！ 
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